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を
活
用
し
充
実
さ
せ
て
い
く
。

議
員
　
創
設
時
か
ら
本
市
が
協

力
、
応
援
し
て
い
る
Ｊ
リ
ー
グ

の
Ｆ
Ｃ
東
京
が
創
設
20
周
年
を

迎
え
る
。
市
は
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
考
え
て
い
る
か
。

市
長　
成
人
を
祝
福
す
る
つ
ど

い
で
、
選
手
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ

ー
ジ
放
映
や
抽
選
企
画
が
行
わ

れ
た
。
今
後
も
幅
広
い
事
業
が

展
開
さ
れ
る
よ
う
支
援
す
る
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
国
民
健
康

保
険
／
社
会
保
障
関
係
費
の
将

来
予
測
に
つ
い
て
な
ど

ト
ル
の
管
路
調
査
を
行
っ
た

が
、
改
築
対
象
は
１
％
程
度
だ

っ
た
。
30
年
度
も
補
修
工
事
や

実
施
設
計
を
予
定
し
て
い
る
。

議
員
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク

ー
ル
の
原
点
は
三
鷹
に
あ
る
と

考
え
る
。
法
改
正
が
あ
り
、
本

市
が
取
り
組
ん
で
き
た
制
度
に

国
や
都
も
後
追
い
し
て
い
る
よ

う
で
誇
ら
し
い
。所
見
を
伺
う
。

教
育
長　
本
市
が
進
め
て
き
た

教
育
が
全
国
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

に
な
っ
て
き
て
い
る
と
捉
え
て

い
る
。
今
後
も
国
や
都
の
支
援

係
な
く
社
会
で
活
躍
で
き
る
よ

う
な
取
り
組
み
は
あ
っ
た
か
。

市
長
　
女
性
の
働
き
方
改
革
に

資
す
る
事
例
が
あ
る
と
報
告
を

受
け
た
。
今
後
は
、
成
果
等
を

波
及
さ
せ
る
事
業
等
も
行
う
。

議
員
　
国
、都
、調
布
市
、本
市

の
四
者
協
議
に
よ
る
中
原
地
域

で
の
水
害
対
策
を
早
急
に
進
め

る
べ
き
だ
。
ま
た
、工
事
完
了

後
の
協
議
に
つ
い
て
も
伺
う
。

市
長
　
平
成
29
年
度
内
の
完
成

を
目
指
し
て
対
策
工
事
を
進
め

て
い
る
。
完
了
後
も
対
策
の
効

果
を
四
者
で
確
認
・
検
証
し
な

が
ら
協
議
す
る
予
定
で
あ
る
。

議
員
　
高
齢
者
が
安
心
し
て
生

活
す
る
た
め
、
介
護
の
人
材
確

保
、環
境
の
充
実
、特
養
待
機
者

解
消
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

市
長
　
介
護
職
員
の
家
賃
補
助

等
に
加
え
、
在
宅
で
も
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
環
境
を
整
え
る
こ

と
で
、
特
養
待
機
者
の
解
消
に

も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
予
算
編
成

の
重
点
テ
ー
マ
／
保
育
人
材
確

保
／
産
後
ケ
ア
に
つ
い
て
な
ど

議
員
　
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な

障
が
い
児
を
早
く
か
ら
専
門
機

関
等
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
、

切
れ
目
の
な
い
支
援
が
大
事

だ
。
保
育
園
等
に
お
け
る
支
援

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
　
重
度
心
身
障
が
い
児
を

短
期
間
保
育
園
で
受
け
入
れ
る

並
行
保
育
を
民
間
と
連
携
し
て

実
施
し
、
職
員
の
意
識
啓
発
や

ス
キ
ル
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

平
成
30
年
度
か
ら
は
市
が
事
業

実
施
し
、更
に
研
究
を
進
め
る
。

議
員
　
発
達
障
が
い
の
あ
る
子

ど
も
た
ち
へ
の
支
援
が
大
事

だ
。
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

市
長　
発
達
に
は
、
保
護
者
等

と
楽
し
い
経
験
を
重
ね
、
や
り

と
り
す
る
力
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
が
大
切
だ
。
発
達
障
が
い
の

子
を
育
て
た
経
験
の
あ
る
ペ
ア

レ
ン
ト
メ
ン
タ
ー
が
、
保
護
者

の
相
談
を
受
け
助
言
を
行
う
寄

り
添
い
事
業
を
始
め
る
。

議
員
　
ラ
イ
フ
・
ワ
ー
ク
・
バ
ラ

ン
ス
実
現
に
向
け
、
市
は
モ
デ

ル
企
業
を
選
定
し
働
き
方
改
革

を
支
援
し
て
い
る
。
性
別
に
関

き
事
業
だ
と
は
認
識
し
て
い
る

が
、
入
所
者
の
安
全
を
最
優
先

に
、
や
む
な
く
休
止
と
し
た
。

議
員
　
保
育
料
値
上
げ
に
つ
い

て
は
検
討
過
程
が
示
さ
れ
て
い

な
い
。
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経

て
改
定
を
決
め
た
の
か
伺
う
。

子
ど
も
政
策
部
長　
有
識
者
を

交
え
た
庁
内
検
討
組
織
を
設
置

し
、
昨
年
10
月
に
報
告
書
を
取

り
ま
と
め
た
。
そ
の
後
、
子
ど

も
・
子
育
て
会
議
に
諮
問
し
、本

年
２
月
に
答
申
を
得
て
い
る
。

議
員　
下
水
管
の
老
朽
化
対
策

や
東
部
水
再
生
セ
ン
タ
ー
の
更

新
な
ど
、
下
水
道
事
業
に
は
課

題
が
山
積
し
て
い
る
。
計
画
ど

お
り
実
施
で
き
る
の
か
伺
う
。

市
長
　
概
ね
順
調
に
進
捗
し
て

い
る
。
下
水
道
経
営
計
画
２
０

２
２
な
ど
に
基
づ
き
、
着
実
に

事
業
を
推
進
し
下
水
道
サ
ー
ビ

ス
の
安
定
供
給
に
努
め
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉第
４
次
基
本

計
画
第
２
次
改
定
／
基
金
残
高

／
自
転
車
駐
輪
場
の
利
用
料
金

／
第
七
期
介
護
保
険
事
業
／
職

員
の
適
正
配
置
に
つ
い
て
な
ど

た
め
、
市
民
セ
ン
タ
ー
内
の
駐

車
場
、
駐
輪
場
等
の
建
設
は
延

期
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
い
。

市
長
　
一
定
規
模
の
駐
車
場
を

確
保
す
る
こ
と
で
、市
庁
舎
等

の
建
替
え
の
際
に
仮
設
駐
車
場

を
設
け
る
こ
と
な
く
附
置
義
務

台
数
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
、整
備
条
件
が
整
う
。

議
員　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

ど
ん
ぐ
り
山
は
、
昨
年
３
月
議

会
で
閉
鎖
の
方
向
性
が
出
さ
れ

た
後
、
５
月
に
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
が
利
用
休
止
と
な
っ
た
。
設

置
条
例
違
反
で
は
な
い
の
か
。

健
康
福
祉
部
長　
当
然
や
る
べ

想
等
の
策
定
に
着
手
す
る
と
聞

く
。
ど
の
よ
う
な
視
点
と
配
慮

を
持
ち
取
り
組
む
の
か
伺
う
。

市
長
　
市
民
の
参
加
と
協
働
の

拠
点
、
災
害
等
に
対
応
し
た
強

靭
性
の
確
保
等
を
基
本
に
据

え
、
市
民
や
市
議
会
の
意
見
を

反
映
し
、丁
寧
に
進
め
て
い
く
。

議
員
　
下
水
道
の
老
朽
化
が
課

題
だ
。
平
成
34
年
度
ま
で
に
約

７
割
の
管
路
が
更
新
期
を
迎
え

る
と
聞
く
。更
新
状
況
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
調
整
担
当
部
長
　

平
成
26
年
度
に
約
17
キ
ロ
メ
ー

議
員　
自
治
体
経
営
に
お
い
て

は
国
内
及
び
世
界
の
社
会
・
経

済
の
動
き
等
を
見
定
め
て
い
く

こ
と
が
重
要
だ
。
平
成
30
年
度

の
国
内
や
世
界
の
情
勢
、
市
況

を
ど
う
分
析
し
て
い
る
か
。

市
長
　
国
や
地
域
と
し
て
復
調

の
兆
し
は
あ
る
が
、
依
然
予
断

を
許
さ
な
い
状
況
だ
。
民
学
産

公
の
協
働
の
推
進
に
よ
り
市
民

満
足
度
を
高
め
る
こ
と
が
課
題

だ
と
認
識
し
て
い
る
。

議
員
　
平
成
30
年
度
は
市
庁

舎
・
議
場
棟
等
建
替
え
基
本
構

た
。
今
後
も
市
民
の
意
見
を
聞

き
、
検
討
し
て
い
く
。

議
員
　
市
は
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室

か
ら
自
主
グ
ル
ー
プ
づ
く
り
推

進
に
努
め
る
三
鷹
方
式
で
市
民

の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
貢
献
し
た

歴
史
が
あ
る
。
元
気
創
造
プ
ラ

ザ
で
は
、
三
鷹
方
式
を
無
視
し

て
い
る
と
の
声
が
あ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
部
長
　
従
来

の
三
鷹
方
式
も
含
め
、
利
用
者

の
意
見
を
聞
き
、
取
り
組
む
。

議
員
　
日
本
無
線
跡
地
の
開
発

で
児
童
・
生
徒
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
。
こ
の
地
域
は
文
科
省

の
定
め
る
学
級
数
の
適
正
規
模

等
を
超
え
、
教
育
環
境
悪
化
を

心
配
し
て
い
る
。
下
連
雀
五
丁

目
の
通
学
路
等
の
変
更
で
保
護

者
、
住
民
の
意
見
等
を
い
か
に

く
み
取
り
、
反
映
す
る
の
か
。

教
育
長
　
保
護
者
、
青
少
年
対

策
地
区
委
員
会
等
の
意
見
を
聞

き
、
手
続
き
を
進
め
て
い
る
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
改
憲
／
核

廃
絶
条
約
の
批
准
／
個
人
市
民

税
の
見
込
み
／
介
護
保
険
料
の

引
き
上
げ
に
つ
い
て
な
ど

議
員
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

ど
ん
ぐ
り
山
を
廃
止
す
る
方
針

だ
が
、
近
隣
に
２
カ
所
特
養
が

で
き
て
も
特
養
の
待
機
者
は
解

消
し
な
い
。
ど
ん
ぐ
り
山
は
、

多
床
室
で
費
用
負
担
の
面
で
も

貴
重
だ
。
所
見
を
伺
う
。

市
長
　
ど
ん
ぐ
り
山
は
、
一
般

会
計
か
ら
の
多
額
の
繰
り
出
し

で
運
営
し
、ま
た
、建
設
か
ら
20

年
以
上
経
て
、
修
繕
等
の
負
担

も
あ
り
廃
止
方
針
に
至
っ
た
。

議
員
　
保
育
料
の
引
き
上
げ

は
、
消
費
税
地
方
交
付
金
を
充

て
れ
ば
、
不
要
で
は
な
い
か
。

子
ど
も
政
策
部
調
整
担
当
部
長

保
育
経
費
は
10
年
間
で
約
24
億

円
増
え
た
が
、
保
育
料
は
国
基

準
よ
り
低
い
。
認
可
外
利
用
の

保
護
者
等
の
負
担
と
の
比
較
か

ら
、
引
き
上
げ
と
し
た
。

議
員
　
市
庁
舎
等
建
替
え
は
、

平
成
31
年
度
に
基
本
設
計
、
34

年
度
か
ら
整
備
工
事
開
始
と
の

こ
と
だ
が
、
建
替
え
あ
り
き
で

急
ぐ
の
は
ど
う
か
。

市
長
　
市
議
会
や
市
民
に
建
替

え
の
必
要
性
を
説
明
し
て
き

様
な
市
民
参
加
を
行
う
と
と
も

に
、
専
門
家
の
客
観
的
な
意
見

を
傾
聴
す
る
な
ど
、
他
の
取
り

組
み
手
法
で
進
め
て
い
る
。

議
員　
市
庁
舎
等
建
替
え
検
討

の
際
、
計
画
の
自
由
度
を
増
す

議
員
　
市
庁
舎
等
建
替
え
に
つ

い
て
、
市
民
の
理
解
を
得
る
た

め
、
公
開
の
説
明
会
や
検
討
会

を
開
催
す
る
機
会
を
設
け
る
べ

き
と
考
え
る
。
所
見
を
伺
う
。

市
長　
検
討
段
階
に
応
じ
た
多

体
ク
ラ
ウ
ド
／
環
境
セ
ン
タ
ー

跡
地
暫
定
利
用
に
つ
い
て
な
ど

〈
そ
の
他
の
質
問
〉民
生
費
の
構

成
割
合
／

首
都
直
下
地
震
／

自
治

る
人
の
知
恵
と
知
識
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
生
か
し
、
新
し
い
人

材
へ
広
げ
る
施
策
を
伺
う
。

生
活
環
境
部
調
整
担
当
部
長　

三
鷹
「
ま
ち
活
」
塾
に
は
、
若

い
世
代
の
多
数
の
参
加
が
あ
っ

た
。
受
講
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

検
証
し
、
次
年
度
の
取
り
組
み

に
生
か
し
て
い
く
。

議
員
　
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
技

術
の
利
活
用
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
の
侵
害
と
個
人
の
尊
重
を
脅

か
す
可
能
性
が
あ
る
。
今
後
の

自
治
体
経
営
と
Ａ
Ｉ
等
の
利
活

用
に
つ
い
て
、
所
見
を
伺
う
。

市
長
　
個
人
情
報
や
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
、
人
権
の
尊
重
を
第
一
義

的
に
考
え
、
手
段
と
し
て
適
切

に
使
う
方
向
性
が
不
可
欠
だ
。

議
員
　
医
療
的
ケ
ア
児
支
援
事

業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
市

が
地
域
の
連
携
体
制
構
築
の
中

心
と
な
り
、
実
効
性
の
あ
る
取

り
組
み
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。
所
見
を
伺
う
。

市
長
　
現
在
実
施
し
て
い
る
並

行
保
育
を
継
続
、検
証
し
、医
療

機
関
と
の
連
携
、
保
育
所
と
の

体
制
整
備
、
保
育
士
の
知
識
等

習
得
の
強
化
に
努
め
て
い
く
。

議
員　
施
政
方
針
で
「
人
生
100

年
時
代
」
と
い
う
表
現
が
初
め

て
使
わ
れ
た
。
超
高
齢
社
会
を

生
き
る
中
で
、
市
民
が
ど
の
よ

う
に
過
ご
し
て
い
く
か
多
く
の

課
題
が
あ
る
。
所
見
を
伺
う
。

市
長
　
人
生
100
年
を
よ
り
充
実

さ
せ
る
た
め
に
は
、
健
康
管
理

と
心
の
豊
か
さ
が
必
要
で
あ

り
、
柔
軟
に
人
生
を
選
択
で
き

る
環
境
づ
く
り
が
不
可
欠
だ
。

議
員
　
地
方
消
費
税
の
清
算
基

準
の
見
直
し
や
法
人
市
民
税
の

一
部
国
税
化
な
ど
、
市
民
の
税

を
不
当
に
収
奪
す
る
国
の
不
合

理
な
措
置
に
断
固
と
し
て
反
対

す
べ
き
だ
。
所
見
を
伺
う
。

市
長
　
更
な
る
不
合
理
が
拡
大

し
な
い
よ
う
、
引
き
続
き
国
に

要
請
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

議
員
　
市
民
参
加
と
協
働
に
つ

い
て
、
従
来
か
ら
関
わ
っ
て
い

日
本
共
産
党
　
大
城
　
美
幸
　
幹
事
長

市
民
の
生
活
や
生
命
を

�

第
一
と
し
た
予
算
編
成
を

民
進
党
　
岩
見
　
大
三
　
幹
事
長

少
子
高
齢
化
時
代
を
乗
り
切
る

�

持
続
可
能
な
自
治
体
経
営
を

　
公
明
党
　
赤
松
　
大
一
　
副
幹
事
長

多
く
の
市
民
の
声
を
反
映
し

�

更
な
る
高
環
境・高
福
祉
を

い
の
ち
が
大
事
　
野
村
　
羊
子
　
副
幹
事
長

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

�

市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
市
政
を

自
由
民
主
ク
ラ
ブ
　
渥
美
　
典
尚
　
幹
事
長

社
会
動
向
の
変
化
に
対
応
し
た

�

堅
実
な
市
政
運
営
を

代
表
質
疑

　

３
月
２
日
の
本
会
議
で
、
各
交
渉
会
派

（
所
属
議
員
３
人
以
上
の
会
派
）
の
代
表
者

５
人
が
平
成
30
年
度
予
算
に
つ
い
て
質
疑
を

行
い
ま
し
た
。
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

三鷹「まち活」塾

東部水再生センター

　

会
派
名
は
、
代
表
質
疑
が

行
わ
れ
た
時
点
で
の
名
称
で

表
記
し
て
い
ま
す
（
１
面
参

照
）。


